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水
は
情
報
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伝
達
す
る 

海
水
と
人
間
の
体
液
の
割
合 

 

地
球
を
取
り
巻
く
海
水
の
面
積
は
地
表
の
約
７
割
を
占
め

ま
す
が
、
人
間
の
体
液
が
体
重
に
占
め
る
割
合
も
７
割
く
ら
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
海
水
は
、
人
間
が
排
出
し
た
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
有
害
重
金
属
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の

公
害
物
質
で
汚
染
さ
れ
、
海
洋
生
物
の
中
に
は
絶
滅
の
危
機
に

あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
同
様
に
、
わ
た
し
た
ち
人
間
の
体

液
も
農
薬
や
化
学
肥
料
、
食
品
添
加
物
な
ど
に
よ
り
複
合
汚

染
状
態
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。 海

水
や
体
液
を
構
成
す
る
水
は
、
江
本
勝
氏
の
著
書『
水
か

ら
の
伝
言
』に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
言
葉
の
波
動
情
報
を

伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」や「
愛
」と
い
っ

た
言
葉
を
か
け
た
水
は
綺
麗
な
六
角
構
造
に
結
晶
化
し
ま
す

が
、「
ば
か
や
ろ
う
」や「
む
か
つ
く
」と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

言
葉
で
は
崩
れ
た
結
晶
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。 

水
は
情
報
の
伝
達
役 

体
内
に
化
学
物
質
を
含
ん
だ
食
べ
物
が
入
っ
た
場
合
は
、
人

工
的
な
無
機
質
の
波
動
が
水
に
転
写
さ
れ
、
そ
れ
が
ジ
ャ
ン
ク

な
食
べ
も
の
を
食
べ
た
く
な
る
よ
う
な
情
報
と
し
て
体
内
に

残
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電
磁
波
や
放
射
線
、
空
中

を
飛
び
交
う
さ
ま
ざ
ま
な
電
波
や
音
波
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

体
内
の
水
に
有
害
な
情
報
が
入
り
込
み
、
体
質
を
悪
化
さ
せ

る
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

わ
た
し
た
ち
が
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
体
外
の
水
の 

情
報
を
よ
り
よ
い
も
の
に
変
化
さ
せ
、
生
命
力
や
免
疫
力
を 

      

高
め
る
水
に
蘇
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
水
の
分
子
構
造 

が
六
角
形
（六
員
環
六
分
子
構
造
）に
な
る
と
、
水
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
増
し
、
蘇
生
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表

的
な
も
の
が
雪
解
け
水
で
す
。
雪
国
で
美
味
し
い
お
米
が
採
れ

る
の
も
、
寒
の
水
が
腐
り
に
く
い
に
も
、
寒
仕
込
み
の
お
酒
や

発
酵
食
品
が
美
味
し
く
な
る
の
も
、
こ
の
水
の
構
造
が
影
響
し

て
い
ま
す
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
六
角
構
造
の
水 

雪
解
け
水
に
は
六
角
構
造
の
水
が
多
く
含
ま
れ
、
こ
の
水
を

用
い
る
と
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
殖
率
や
野
菜
の
収
穫
量

が
増
え
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
北
地
方
の
気
温
が

低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
米
な
ど
の
農
産
物
の
生
産
性
や

質
が
高
い
の
は
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
六
角
構
造
水
が
か

か
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
六
角
構
造
水
は
、
五
角
形
や

そ
の
他
の
分
子
構
造
の
水
と
比
較
し
た
場
合
、
熱
の
伝
導
率
が

高
く
、
煮
物
は
よ
り
早
く
煮
え
ま
す
。
ま
た
、
酵
素
を
活
性
化

す
る
力
も
強
い
で
す
。 

自
然
界
の
中
で
冷
え
た
水
は
、
六
角
分
子
構
造
の
水
の
割
合

が
増
え
ま
す
。
こ
の
水
は
浸
透
性
が
高
く
、
皮
膚
だ
け
で
な
く

体
内
の
細
胞
壁
を
自
由
自
在
に
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
普
通
の
水
と
違
い
、
体
内
の
老
廃
物
を
排
泄
す
る
時
間
も

大
幅
に
短
縮
で
き
、
ホ
ル
モ
ン
や
神
経
の
情
報
を
正
確
に
情
報

伝
達
で
き
る
た
め
、
身
体
の
代
謝
機
能
や
免
疫
機
能
が
増
し

ま
す
。
健
康
な
人
の
体
液
に
は
、
こ
の
六
角
構
造
の
分
子
状
態

の
水
分
が
多
い
の
に
対
し
、
ガ
ン
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
人
に

は
少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。 

水
の
質
が
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す 

六
員
環
構
造
の
水
は
若
返
り
の
水
と
呼
ば
れ
、
化

学
物
質
等
に
よ
っ
て
記
憶
さ
れ
た
負
の
情
報
を
取
り

去
り
、
老
廃
物
を
積
極
的
に
取
り
除
き
、
肝
臓
や
腎

臓
の
浄
化
機
能
を
高
め
て
毒
素
を
体
外
に
ス
ム
ー
ズ

に
排
泄
し
て
く
れ
ま
す
。
老
化
の
最
大
の
原
因
は
、
体

内
の
水
の
状
態
の
劣
化
だ
と
考
え
ら
る
の
で
、
不
純

物
の
多
い
浸
透
性
の
悪
い
水
ば
か
り
を
飲
ん
で
い
る

と
、
体
内
の
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
落
ち
、
体
細
胞
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
も
徐
々
に
劣
化
し
て
い
き
ま
す
。 

電
気
的
な
立
場
か
ら
見
た
場
合
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

低
い
水
を
酸
化
水
、
高
い
も
の
を
還
元
水
と
か
水
素

水
と
い
い
ま
す
。
水
の
分
子
は
、
水
素
電
子
に
よ
っ
て

水
素
結
合
し
て
い
ま
す
が
、
水
素
が
な
く
な
る
と
分

子
構
造
を
保
て
な
く
な
り
、
六
角
構
造
が
崩
壊
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
が
酸
化
で
す
。
反
対
に
水
素
電
子
を

供
給
す
る
と
分
子
結
合
し
や
す
く
な
り
、
き
れ
い
な

構
造
に
戻
り
ま
す
。
こ
れ
を
酸
化
還
元
と
い
い
ま
す
。

発
酵
食
品
で
腸
内
環
境
を
整
え
体
液
を
還
元 

人
間
の
腸
内
に
い
る
微
生
物
（
腸
内
細
菌
）
の
中
の

善
玉
菌
の
働
き
の
一
つ
が
、
体
液
の
還
元
作
用
で
す
。

乳
酸
菌
や
酪
酸
菌
な
ど
の
有
用
細
菌
の
働
き
で
、
常

に
六
員
環
構
造
の
水
に
再
生
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
尿
酸
を
発
す
る
動
物
性
食
品
や
、
乳
酸
に
変
わ

る
白
砂
糖
の
過
食
に
よ
っ
て
腸
内
環
境
が
酸
性
に
傾

く
と
、
腸
内
環
境
が
悪
化
し
、
水
の
蘇
生
機
能
が
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
き
れ
い
な

環
境
で
育
ま
れ
た
野
菜
や
穀
物
、
発
酵
食
品
か
ら
良

質
の
水
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。 

寒
仕
込
み
さ
れ
た
味
噌
や
し
ょ
う
ゆ
、
み
り
ん
、
お

酢
と
い
っ
た
発
酵
食
品
を
日
々
の
食
卓
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
腸
内
環
境
を
改
善
し
、
体
液
の
質
を
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
チ
断
食
も
酸
化
モ
ー
ド
に

あ
る
身
体
を
一
気
に
還
元
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
働

き
が
あ
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。
月
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

水
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
、
新
月
と
満
月
の

日
に
玄
米
甘
酒
を
用
い
た
プ
チ
断
食
を
す
れ
ば
水
の

浄
化
に
一
役
買
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。 
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ムスビの会 HPはこちら 

新発売 
干し大根と干し椎茸の 

身体すっきり！スープ 

脂肪の代謝を良くし肥満や生活習慣病の予防に！                         

乾物のビタミンＤ補給で免疫力アップ！ 

カルシウムや亜鉛、食物繊維の補給に！ 京都で長年マクロビオティックの食事法や手当て法の普及活動を 

されている市川加代子先生考案の食養スープ。 

生活習慣病の手当て法のひとつ“椎茸スープ”をベースに切干大根の 

甘味を加えることでさらに美味しいスープになりました。 

体質改善のため続けたいが、毎回椎茸からスープを取るのは大変という

方や、体調が悪く自力でスープを煮出すのが難しい方におすすめです。 

パックごと温めるだけで手軽に美味しいスープができます。原材料は 

国産のものを使用。無添加なので、安心してお召し上がりいただけます。  

 

販売価格：648 円（税込） 

原 材 料：干し大根（国内産） 

干し椎茸（国内産） 

内 容 量：180ｇ（１人前） 

                         

こんな方におすすめ    

・油脂を含む食事が多い方                ・動物性食品が好きな方 

・脂肪の代謝が悪く肥満が気になる方      ・血液の汚れによる血管の詰まりが気になる方 

・食物繊維不足で便秘がちの方            ・甘いものがなかなかやめられない方 

・いつまでも若々しくありたい方 

・骨や歯を強化し、感染症の予防効果を持つビタミンＤを補給したい方 

おすすめの飲み方    

・お風呂前・運動前に摂ることで、体温が上昇し、より脂肪を分解しやすくなります。 

・朝食代わりや食間の空腹時がおすすめ。 

・体質改善には、１日１袋を最低３か月は続けることをおすすめします。体質改善は続けることが大切です。 

・浅炒り玄米スープに加えるとさらに効果がアップします！ 

温め方 ※温める際は、やけどに気をつけてください。 

 

袋の封を切らずに沸騰したお湯に入れ３~５分温めます。 
 

＊体調やお好みに応じて塩を少量入れるとおいしくいただけます。 

                             


